
　宮城県感染症発生動向調査情報 　平成27年10月1日発行

　　－ 2015.9.21 ～ 9.27 ・ 第39週 －
１． 集計 上段は患者発生数、下段は定点当り

仙台市
仙南 塩釜 大崎 栗原 登米 石巻 気仙沼 患者数 患者数 累計 第36週 第37週 第38週 第39週

1 2 7 10 1,182
0.20 0.67 0.26 0.17

1 1 1 1 4 285
0.10 0.33 0.50 0.04 0.07

0 1
0.00

10 10 5 6 9 1 45 86 15,208
2.00 1.00 1.00 3.00 3.00 0.20 1.67 1.46

61 62 23 7 13 48 12 219 445 9,790
12.20 6.20 4.60 3.50 4.33 9.60 6.00 8.11 7.54

2 1 2 1 1 7 1,520
0.20 0.20 1.00 0.20 0.04 0.12

2 1 1 3 3 2 16 28 1,433
0.40 0.10 0.50 1.00 0.60 1.00 0.59 0.47

3 14 2 1 2 1 1 21 45 1,840
0.60 1.40 0.40 0.50 0.67 0.20 0.50 0.78 0.76

0 19,606
0.00

1 4 5 1,015
0.10 0.15 0.08

1 3 4 148
0.33 0.50 0.33

0 3
0.00

12 3 4 1 1 9 1 29 60 5,494
2.40 0.30 0.80 0.50 0.33 1.80 0.50 1.07 1.02

0 3
0.00

0 4
0.00

1 1 2 4 273
1.00 1.00 2.00 0.33

0 1
0.00

7 8 3 6 4 1 16 45 667
1.40 0.80 1.50 2.00 0.80 0.50 0.59 0.76

0 77
0.00

1 2  2 1

1

6

２．全数報告疾病 【病原体検出情報】

  1類感染症：報告なし ～宮城県保健環境センター～

  2類感染症：結核 感染性胃腸炎患者より

　　　　　　　　　  塩釜管内　　　　男性1名、女性1名 　　　　塩釜管内　　　　　　　第36週採取分　　　サルモネラ属菌　　1件

　　　　　　　　　  大崎管内　　　　男性１名 腸管出血性大腸菌感染症患者より

　　　　　　　　　　仙台管内　　　　男性2名 　　　　大崎管内のO26関連　　　　 第39週採取分　　　O26　　　2件

　3類感染症：腸管出血性大腸菌感染症（O26）　

　　　　　　　　　　大崎管内　　　　男児※1名、女児
※

1名、女性1名 　～仙台医療センターウイルスセンター～

　　　　　　　　　　登米管内　　　　男性1名、女性1名 確　定 　　　　　　中　　　間　　　報　　　告

　4類感染症： レジオネラ症（肺炎型） 第36週採取分 第37週採取分 第38週採取分

　　　　　　　　　　石巻管内　　　　男性1名 　 (8.31～9.6) (9.7～9.13)

　　　　　　　　　　仙台管内　　　　男性1名 RSｳｲﾙｽ 1件 7件

　5類感染症 ：アメーバ赤痢 ｱﾃﾞﾉｳｲﾙｽ 1件 0件

　　　　　　　　　　仙台管内　　　　男性1名（第37週） ｴﾝﾃﾛｳｲﾙｽ 1件 0件

　　　　　　　　　侵襲性肺炎球菌感染症 ｻｲﾄﾒｶﾞﾛｳｲﾙｽ 0件 2件

　　　　　　　　　　仙台管内　　　　男性1名 ﾊﾟﾗｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞｳｲﾙｽ1型 0件 2件

　　※男児、女児は6歳未満 ﾊﾟﾗｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞｳｲﾙｽ4型 3件 1件

３．宮城県感染症対策委員会情報解析部会
 【定点把握対象疾患】
 　[手足口病］  ［インフルエンザ］

 　[伝染性紅斑］  

 ※最新のHIV感染者およびエイズ患者情報について掲載しています。

宮城県保健環境センター（宮城県結核・感染症情報センター）
     電話　022-257-7228　　　　　　FAX　　022-256-3362

    HPアドレス：　http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/hokans//kansen-center.html

 手足口病

栗原管内で警報継続中

４．今週のコメント

 伝染性紅斑

 突発性発しん

 ヘルパンギーナ

 インフルエンザ

 咽頭結膜熱

 流行性角結膜炎

 急性出血性結膜炎

 疾   病
保　健　所

 水痘

 流行性耳下腺炎

 百日咳

 感染性胃腸炎

 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

 細菌性髄膜炎(真菌性を含む)

 無菌性髄膜炎

拡
張
疾
病

マイコプラズマ肺炎(小児科)

川崎病

不明発疹症

 ｸﾗﾐｼﾞｱ肺炎(ｵｳﾑ病は除く)

 ＲＳウィルス感染症

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

 ﾏｲｺﾌﾟﾗｽﾞﾏ肺炎

  レ 

  ○ ○ ○

  ○   ○   レ

  ○   

  ◎   ◎   ◎   ◎   

  ○   

  ◎   ◎ ○   ○   

  ◎  ◎

宮 城 県（含む仙台市）

  ◎   ◎   

○ ○  ○   ○   

◎：流行の変化について、今後の情報に十分注意
○：発生または流行について、今後の情報に留意
レ：発生が少なくなっている傾向

1件

2件
1件

4件

(9.14～9.20)

　インフルエンザは、38℃以上の熱、頭痛、関節痛、筋肉痛など全身の
症状が突然現れ、鼻水、咳などの症状も見られます。季節性インフルエ
ンザの流行は例年12月～3月頃ですが、国内では、例年より早い第36
週から報告されています。これまでインフルエンザワクチン株の選定
は、A型2種とB型1種の計3種(3価）でしたが、2015/16シーズンからは、
A型2種とB型2種の計4種（4価）のワクチンに変更となりました。インフル
エンザの予防にはワクチン接種も効果的で有効な方法です。また、咳
やくしゃみなどが出る場合はマスクをするなどの咳エチケットを徹底し、
今後の流行に備えてください。

仙南、塩釜、大崎、栗原、登米、石巻、気仙沼、仙台管内
で警報継続中

0件

0件

　　【HIV感染者、AIDS患者累積報告数】　

宮城県

全　国

　（　）内は平成27年3月30日から平成27年6月28日までの報告数 

　API-Net（エイズ情報予防ネット）より

17,346(231)

120(1)
HIV感染者 AIDS患者

84(2)

7,851(112)



宮城県定点週報告対象疾病の推移
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Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

全国総数
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全国総数

2010年

2011年

2012年

2013年

2014年

2015年

0

1

2

3

4

5

6

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 33 35 37 39 41 43 45 47 49 51 53

定
点
当
た
り
報
告
数

週

ＲＳウイルス感染症

全国総数
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手足口病-管内集計区分別
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[定点当たり報告数]
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Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎-管内集計区分別
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